
のキリスト教週間のご案内 
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 神を仰ぎ、人に仕う 

2015 年度年間聖句 

知恵を得ることは金にまさり 
分別を得ることは銀よりも望ましい。             箴言 16 章 16 節 

 

聖学院教会祈祷会 

 

6 

 

6 

■毎週木曜日 18時 40 分～19時 40 分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。 

 どなたでも自由にご参加ください。 

・6 月   4 日（木）  ホセア書 4章    濱田 辰雄チャプレン（聖学院小学校・幼稚園） 

・6 月 11 日（木）  ホセア書 5章    柳田 洋夫チャプレン  

 

 

No.5 2015 年 6月 

全学礼拝期間について 

2015 年度春学期の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日（授業

期間）、14 時 40 分から 15 時 10分です。どなたでも自由にご参加ください。 

春学期／4月 8日（水）～7月 17日（金） 

 

6 月月間聖句 

主の祈り 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
い だ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり 

                                アーメン   

 

 

明日のことまで思い悩むな。明日のことは明日自らが思い悩む。その日の苦労は、 

その日だけで十分である。                マタイによる福音書 6 章 34 節 

お知らせ 

聖書を原語で読むひととき  学期中の毎週木曜日の昼休み（12：30～12：50）開催中！ 

講師：野島邦夫先生（本学講師、新約学専攻、日本ｷﾘｽﾄ改革派国立聖書教会牧師） 

場所：2406 教室  ※どなたでも自由にご参加ください。詳しくはキリスト教センターまで。 

「心を込めることから何かが生まれる」 

 

「この仕事は神様がお与え下さったものと思っています。」もう何年も前のこと、聖歌

隊の合宿でお世話になった青梅線古里（こり）の奥多摩福音の家の厨房で働いてい

た 50 代前後の婦人の言葉です。 

私は少し遅れ夕方頃到着し、皆と食事をいただいたのですが、美味しかっただけで

なく心満たされる楽しい食事だったのです。食後、庭を歩いていた時、厨房から一人

の婦人が出て来られたので挨拶し、何気ない会話をしておりましたら、彼女は、自分

は中学３年の時に台湾から日本に来たこと、苦労もあったが、こうして仕事を与えられ

ていることを感謝しているという話をしてくれました。こうした会話の中で語られたのが

最初に記した言葉なのです。 

この言葉を聞いて、私は、先程の食事の味わいと楽しさの理由が分かった気がした

のです。保養施設の厨房の仕事は、世間的に言えば、何も特別な仕事ではないかも

知れません。でも、この婦人は、神様がお与え下さった仕事として感謝し心を込めて

働いていたのです。それが、あの豊かな味わいと楽しい食事に結実したのです。「心を

込める」ことから何かが生まれる。私は大切なことを学びました。 

マルティン・ルーサー・キング牧師は言いました。たとえ道路清掃人であれ、その人

が心を込めて取り組むなら、天国においては、その仕事はモーツアルトやべートーヴェ

ンたちのしたことと同じように評価されるであろう、と。ノートルダム清心学園理事長の

渡辺和子先生は、若い時、アメリカのカトリック大学の寮で夕食当番の食器洗いをし

ていて、シスターから注意を受けたそうです。「和子、あなたは食器洗いを雑用だと思

っていませんか。明日、この食器で食事をする人のことを思いやるなら雑用ではない

のですよ」、と。心を込めてする時、どんな些細な仕事も雑用ではなくなる、と先生は

記しています。 

          （人間福祉学科担当チャプレン 阿部 洋治） 
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奨励者 吉岡 光人  

（日本基督教団吉祥寺教会牧師） 

司会者 菊地 順 
奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 二編 164 番 1、2 節 
聖 書 サムエル記上 

   17 章 38～40 節（旧約 P.456） 
祈 祷 
奨 励 「自分らしく生きる」 

祈 祷  
讃美歌 二編 164 番 3、4 節 
主の祈り 

後 奏         
 

 
 

6 月 2日（火） 

 
― ペンテコステ英語礼拝 ― 

奨励者 E. D. オズバーン 
（欧米文化学科担当ﾁｬﾌﾟﾚﾝ・国際部長） 

司会者 阿部 洋治 

奏楽者 今村 優子  

◆  ◆  ◆ 
前 奏  
讃美歌 498 番 1、2 節 
聖歌隊による讃美奉献 
聖 書 使徒言行録 2章 1～8節、 

11～12節 （新約 P.214） 
祈 祷 
奨 励  “Fireworks from Heaven” 
祈 祷         （天からの花火） 
讃美歌 498 番 3節 
主の祈り 
後 奏  

 
 

6 月 3日（水） 

 
奨励者 川崎 司 

（日本文化学科教授） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 松本 周 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編 167 番 1、2、3 節 

聖 書 コリントの信徒への手紙二 

6 章 2 節  （新約 P.331）   

祈 祷 

奨 励 「驚くばかりの恩恵」 

祈 祷  

讃美歌 二編 167 番 4、5 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

6 月 9日（火） 

 
奨励者 山田 麻有美 

（こども心理学科教授） 

司会者 阿部 洋治 
奏楽者 田邉 純一 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 121 番 1、2 節 
聖 書 マルコによる福音書 

     1 章 16～20節（新約 P.61） 
祈 祷 
奨 励 「私についてきなさい」 

祈 祷  
讃美歌 121 番 3、4 節 
主の祈り 

後 奏         
 

 
 
 

6 月 10 日（水） 

 

奨励者 森田 美千代 

（大学院客員教授） 

司会者 山口 博 

奏楽者 松本 周 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 33 番 1、2、3 節  

聖 書 マタイによる福音書 

13 章 58 節 （新約 P.27） 

祈 祷            

奨 励 「愛する時に」 

祈 祷  

讃美歌 33 番 4、5 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

6 月 4日（木） 

 
― 韓国語礼拝 ― 

奨励者 鄭 鎬碩 

（基礎総合教育部准教授） 

司会者 金 サラ （113C） 

奏楽者 ングワー 路津子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編161番 1、2節（韓国語） 

ﾊﾝﾄﾞﾍﾞﾙｸﾜｲｱによる讃美奉献 

聖 書 詩編 19編 2～7 節 

祈 祷          （旧約 P.850） 

奨 励 「하나님의 편지」 

祈 祷      （神様からの手紙） 

讃美歌 二編161番 3、5節（日本語） 

主の祈り 

後 奏  

 
 

6 月 11 日（木） 

 
奨励者 谷口 隆一郎 

（政治経済学科長兼ｺﾐｭﾆﾃｨ政策学科長） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 大井 恵子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 4 番 1、2 節 

聖 書 申命記 

      6 章 5 節（旧約 P.291） 

祈 祷 

奨 励 「青い熊と神様（Ver.2）」 

祈 祷  

讃美歌 4 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

6 月 12 日（金） 

 
― 英語礼拝 ― 

奨励者 K. O. アンダスン 
（欧米文化学科教授） 

司会者 E. D. オズバーン 
奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 420 番 1、2、3 節 
聖 書 マタイによる福音書 
     5 章 43～48 節（新約 P.8） 
祈 祷 
奨 励 “Last Night I Had 

 the Strangest Dream” 
祈 祷  
讃美歌 420 番 4、5 節 
主の祈り 
後 奏  
 
 

6 月 5日（金） 

 


